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2000年 1月 /成田空港高速アクセス
鉄道 B 案が運輸政策審議会答申第 18 号
で、2015 年までに開業することが適当
である路線として位置付けられる。
2000年 3月 /「成田新高速鉄道事業化
促進検討委員会」設立。整備事業の検討
が開始される。
2002年 4月 /成田新高速鉄道事業化
促進検討委員会は、成田新高速鉄道につ
いて、建設主体と運営主体を分ける上下

分離方式が望ましいと提案。建設主体として「成
田高速鉄道アクセス株式会社」が設立される。運
営主体は京成電鉄となる。
2004年 4月 /新東京国際空港が「成田国際空
港」に改称。

1990年 6月 /２代目となるスカイライナー
AE100 形が営業運転開始。
1991年 3月 /成田空港旅客ターミナル地下駅
へ乗り入れ開始。新駅名を「成田空港駅」とし、
それまでの成田空港駅を「東成田駅」に改称、京
成成田－東成田間は東成田線として分離する。ま
た、ダイヤ改正を実施し、スカイライナー全便を
日暮里駅に停車させ、日暮里－成田空港間を 56
分で結ぶ。
1991年 3月 /北総開発鉄道（現・北総鉄道）の
第 2 期線（京成高砂－新鎌ヶ谷間）開業。相互乗
り入れを開始。
1992年 12月 /成田空港第 2 旅客ターミナル開
業に伴い、地下に「空港第 2 ビル駅」を開業する。
1994年 11月 /スカイライナー利用人員累計50 
00 万人達成。
1998年 11月 /京浜急行電鉄羽田空港駅（現・
羽田空港第 1・第 2ターミナル駅）開業。ダイヤ
改正を実施し、成田空港－羽田空港間直通列車を
運転開始。

2002年 7月 /成田高速鉄道アクセス（第 3 種）、
京成電鉄（第 2 種）に鉄道事業が認可される。
2006年 2月 /成田新高速鉄道の未着工区間であ
る北総線・印旛日本医大－成田市土屋間 10.7㎞の
着工式が行われる。
2007年 7月 /スカイライナー利用人員累計 1億人
達成。
2008年 4月 /成田新高速鉄道でデビューする
３代目・新型スカイライナーのデザイン発表。
2008年 5月 /スカイライナー空港輸送 30 周年。
2009年 4月 /印旛日本医大－空港第 2 ビル間
の新駅名称が公募により「成田湯川駅」に決定。
2009年 5月 /３代目スカイライナー完成披露会
を開催。
2009年 12月 /成田新高速鉄道の愛称が公募に
より「成田スカイアクセス」に決定。

2010年 7月 /成田スカイアクセス線開業。3 代
目スカイライナー営業運転開始。日暮里－成田空
港間を 36 分で結ぶ。
一般列車に、都営浅草線・京急線経由で羽田空港
と成田空港を直結する「アクセス特急」を設定。
2010年 9月 /3代目スカイライナーが「グッドデ
ザイン賞」（（公財）日本デザイン振興会）を受賞。
2010年 10月 /成田スカイアクセス線が「第 9
回日本鉄道賞」（国土交通省）を受賞。
2011年 11月 /3 代目スカイライナーが「ブ
ルーリボン賞」（鉄道友の会）を受賞。
2013年 12月 /3 代目スカイライナー利用人員
累計 1000 万人達成。
2016年 9月 /3 代目スカイライナー利用人員累
計 2000 万人達成。
2018年 2月 /日暮里駅下り線ホームドア供用
開始（12 月上り線ホームドア供用開始）。
2019年 2月 /空港第 2 ビル駅下り線ホームド
ア供用開始（3 月上り線ホームドア供用開始）。
2019年 3月 /京成上野駅リニューアル工事竣工。
2019年 10月 /ダイヤ改正を実施。スカイライ
ナーの運行本数を約 1.4 倍に増やし、終日 20 分
間隔で運行。成田空港の運用時間延長に対応し、
早朝、夜間の運行時間を拡大する。
2019年 10月 /3 代目スカイライナー利用人員
累計 3500 万人達成。
2019年 10月 /成田スカイアクセス線に新形式
車両 3100 形を導入。
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3代目・新型スカイライナー出発式（2010年）

新形式車両3100形（2019年）

披露された3代目スカイライナー（2009年）
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特集：進化する空港アクセスと地域との共生
［空港輸送を担い、地域の暮らしを支える京成電鉄］

1966年 7月 /新東京国際空港（現・成田国際
空港）の建設予定地が千葉県成田市三里塚地区に
閣議決定。
新東京国際空港公団設立。

1971年 1月 /「建設を開始すべき新幹線鉄道の路
線を定める基本計画」により、成田新幹線（東京
都－成田市）ほか 2 路線の基本計画が公示される。
1972年 2月 /成田新幹線の工事実施計画認可。
1974年 2月 /成田新幹線の工事着工。
1977年 11月 /反対運動などで暗礁に乗り上げ
た成田新幹線の代替として、成田新高速鉄道構想
が発表される。
1978年 5月 /新東京国際空港開港。

1981年 5月 /運 輸 省（ 現・ 国 土 交 通 省 ） が
「新東京国際空港アクセス関連高速鉄道調査委員
会」を発足させる。
1982年 5月 /新東京国際空港アクセス関連高
速鉄道調査委員会が、「成田空港高速アクセス鉄
道」として、A 案（成田新幹線計画ルートの再整
備）、B 案（北総鉄道北総線を延伸、京成成田空港
線として開業）、C 案（成田線を分岐して新東京国
際空港に直結）の 3 案を運輸省に答申。
1983年 5月 /成田新幹線建設工事が凍結される。
1984年 11月 /運輸省が成田空港高速アクセス
鉄道 B 案推進を発表。
1985年 7月 /成田空港高速アクセス鉄道Ｂ案
が運輸政策審議会答申第 7 号に位置付け。
1987年 4月 /日本国有鉄道（国鉄）の分割民
営化に伴い、成田新幹線基本計画が失効。遺構は
日本国有鉄道清算事業団に引き継がれる。
1988年 6月 /運輸省がすでに完成していた成
田新幹線の駅と路盤を活用、京成電鉄と JR 東日
本の空港ターミナル乗り入れを提案。
1988年 10月 /事業主体となる第三セクターの

「成田空港高速鉄道」が設立され、インフラ部分
を成田空港高速鉄道が保有し、京成電鉄・JR 東
日本に貸し付ける上下分離方式が採用される。

1970年 9月 /京成成田駅から 5.2㎞地点までの
空港新線第 1 次工事施工認可を取得。
1971年 3月 /空港新線第 2 次工事施工認可。京
成成田－成田空港間のルートが確定。
1972年 3月 /空港アクセス特急車両として AE
形（Airport Express の略称）を新造。
1972年 11月 /空港新線建設工事完了。
AE 形に「Skyliner スカイライナー」の愛称が付
けられる。
1973年 5月 /成田空港駅新設工事竣工。
1973年 12月 /京成上野－京成成田間で特急と
してスカイライナーの営業運転を開始。
1974年 8月 /スカイライナーが「ブルーリボ
ン賞」（鉄道友の会）受賞。
1978年 5月 /空港新線開業。スカイライナー
が空港特急として運行を開始する。スカイライ
ナーとターミナルバスの連絡輸送により、京成上
野駅と空港ターミナルを約 70 分で結ぶ。

1968年 12月 /京成成田－成田空港（現・東成
田）間の「空港新線」建設を免許申請。
1969年 11月 /空港新線の免許を取得。

年代 年代 年代

小室

印旛日本医大
京成高砂

押上
（スカイツリー前）

京成上野
日暮里

泉岳寺

品川

京急蒲田
羽田空港第1・第2ターミナル

成田湯川

京成成田 空港第2ビル

成田空港成田空港

京成本線

北総線（北総鉄道）19.8 ㎞

北総線（千葉ニュータウン鉄道）12.5 ㎞

成田高速鉄道アクセス線10.7 ㎞

成田空港高速鉄道線8.4 ㎞

京成押上線

成田スカイアクセス線51.4 ㎞

記念ヘッドマークを掲出した3代目スカ
イライナー

空港へ伸びる空港新線の工事（1971年）

成田空港駅のスカイライナー専用改札口（1978年）

飾り付けで華やぐ成田空港駅正面（1978年）

２代目スカイライナー（1990年）初代スカイライナー（1972年）
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